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はじめに
　本書は、これからJavaプログラマを目指そうとする人たちのための教科書です。Javaプ

ログラマの最初の到達点として期待される範囲の知識・技術を、わかりやすく解説します。

　Java言語は、世界のプログラミング言語の中でC言語と人気を2分する言語で、どちら

も他の言語の2倍以上の支持を得ています※。ですから、Java言語は、オブジェクト指向

言語では文句なく第1位です。

　ただ、オブジェクト指向を含むため、学ぶ必要のある知識はC言語とは比較になりませ

ん。有名な、カーニハンとリッチーによるC言語のテキスト「プログラミング言語C」はわ

ずか250ページ程度ですが、Java言語では公式チュートリアルですらJava	SEが 650ペー

ジ、Java	EEが980ページもあります。

　そこで、前作の「わかりやすいJava	入門編」を改訂するにあたり、本書の目標をオブジェ

クト指向のマスターまで拡張することにしました。クラス、カプセル化、継承、ポリモー

フィズムといった、オブジェクト指向の主要部分をすべて含みます。この1冊で、Java

プログラマとして出発するために必要な内容を、まとめて習得することができるように

なりました。

　さらに、本書は、Javaプログラマー認定資格であるOCJP（Oracle	Certified	Java	

Programmer）Bronzeに対応しました。OCJP	Bronzeの全範囲をカバーするだけでなく、

解説や練習問題でもOCJP対策を取り込んでいるので、ライセンス取得のための参考書と

しても役に立つでしょう。

※TIOBE	Index	　http://www.tiobe.com/index.php/content/paperinfo/tpci/index.html
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　学習方法は、初版から少し進化しました。
　例題や練習問題を作成するためのプロジェクトファイルを、最初から配布することにし
ました。各章ごとのプロジェクトがあり、学習に必要なファイルなどをあらかじめ登録し
ています。前半の基本文法の学習では、本の解説を読んだらすぐに例題を入力し、動かす
ことができます。また、後半のオブジェクト指向の学習では、例題や関連ファイルも登録
されているので、そのまま動かして動作を確認できます。練習問題の解答を作成するため
の場所もあらかじめ作ってあります。

　練習問題や通過テストの解答は、サポートウェブに掲載しました。スマートフォンなど
でウェブをブックマークしておくと、ダイレクトに解答を参照できて便利です。もちろん、
PDFファイルもダウンロードできるようにしています。

　学習を始める前に、必要なファイルをサポートウェブからダウンロードしてください。
日本語化して設定ファイルを添付した最新版のEclipseもダウンロードできます。その手引
きを1章にまとめています。まずは、1章を読んで、指示に従って準備してください。
　また、2章に入る前に、例題と練習問題のプロジェクトファイルをサポートウェブからダ
ウンロードしてください。プロジェクトファイルは圧縮ファイルですが、解凍せずにその
ままEclipseに読み込ませるので、ダウンロードするだけで構いません。Eclipseで開く方法
は巻末資料に記載しています。

    サポートウェブ　http://k-webs.jp

本書の学習方法

ダウンロード
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